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ランドスケープの変貌
－「国際園芸博覧会」の自然観

� 井　原　　縁

１．はじめに－「国際園芸博覧会」と東アジア
　本論でとりあげる「国際園芸博覧会」とは、オランダのハーグに事務局
をおくAIPH（The International Association of Horticultural Producers ／
国際園芸家協会）が承認する、園芸・造園を対象領域とする博覧会である。
AIPH が定める規則に基づき、国際的園芸博覧会（A 類）と国際性をもつ国
内園芸博覧会（B 類）の 2 種類に大きく分類され、さらに開催形態により表
1 に示す、A1、A2、B1、B2 の計 4 種類に分類されている。特に A1 は、同
時にBIE（The Bureau of International Expositions／国際博覧会条約事務局）
が承認する国際博覧会（万国博覧会）にも位置づけられる大規模なものであ
る。

特集　変貌するアジアと観光

表１　国際園芸博覧会の種別一覧
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AIPHは 1948 年、花卉、植物ならびに景観に関する産業の振興を主目的とし、
各国の園芸生産者組織を代表する国際調整機関としてスイスで設立された。
当初は西欧主体であったが次第にその範囲を広げ、2011 年現在、参加国は
アジア・アフリカ圏も含む 23 ヶ国に及ぶ。その業務の一環として「国際園
芸博覧会」の開催を推奨しており、承認ならびにガイドラインの作成を行なっ
ている。
　同種のイベント、すなわち園芸・造園を対象領域とする国際的な展示会は、
AIPH の承認を受ける以前、既に 1800 年代の中頃から西欧各地で開催され
ていた。イギリスやベルギーを中心に特権的な園芸協会やクラブが誕生し、
花卉、植物およびそれに対する技術を大勢の耳目に供するための展示会を開
催、次第に地域や国の領域を超える拡がりをもつようになったのである。ベ
ルギーのゲント市で現在も 5 年ごとに開催されている FLORALIES の実質
上の始まりは 1939 年。ドイツの各都市を 2 年ごとに巡回し開催されている
BUGA（Bundesgartenschau ／連邦園芸博覧会）は 1951 年のハノーバー開
催が第 1回だが、その起源は 1869 年に遡る。　　　　　　　　　　　　
　従って、AIPH により承認された「国際園芸博覧会」には当初、それ以前
から実態としては存在していたものも、少なからず含まれていた。先ほど例
に挙げたゲントの FLORALIES や BUGA（10 年に一度は A1 クラスの IGA
が開催される）、さらに 1956 年からフランスのナント市で 5 年ごとに開催
されている Floralies Nantes はこれに該当する。新しく加わったものも、基
本的にこれら旧来のものと同じ連続性・周期性を有するものが多かった。
AIPH 承認による第 1 回の「国際園芸博覧会」は 1960 年、オランダ・ロッ
テルダムで開催された Floriade だが、これはその後、10 年周期でオランダ
各地の都市を巡回し開催され続けることとなる。1966 年以降、5年周期で開
催され続けているイタリア・ジェノバ市のEuroflora もまた同様である 1。
　このように、発足当初は地理的にも内容的にも西欧の伝統に強い影響を
受けていた AIPH 承認の「国際園芸博覧会」であるが、時代の流れと共に、
次第に新たな傾向がみられるようになる。表 2 に A1 クラスの大規模な国際
園芸博の開催履歴を、表 3 に A2、B1、B2 クラスの小規模な国際園芸博の
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1990 年以降の開催履歴を併せて示す。表 2,3 共に、アジア圏での開催をグ
レーで明示している。これをみると、アジアで初めての国際園芸博となった
1990 年「大阪国際花と緑の博覧会」以降、日本、中国、台湾、韓国、フィ
リピン、タイと、アジア諸国での開催が目立って増えていることが分かる。
特に中国は、今後も引き続き 2014 年、2016 年と A2/B1 クラスの開催を予
定しており、国際園芸博というものの開催に何かしらの強い価値を見出して
いることが推測される。
　では、これら新たにアジア圏で増加している国際園芸博は、従来の西欧由
来のそれと同質のものなのだろうか。そもそも「博覧会」という存在が 19
世紀的西欧近代の精神性を代表するものあることは、既に多くの識者が指摘
しているところである 2。先述したように、その成り立ちからして園芸博覧
会もまた、西欧社会が生みだした新たな「博覧会」の一種であり、その根本
的性格に大きな違いはないであろう。しかし、それが 20 世紀のアジア圏に
おいて何ら変化のない形で受容され、かつ 21 世紀となった現在に至るまで
機能し続けているとは考えがたい。いうまでもなく、アジア諸国は西欧とは
全く異なる風土に根差した自然観を有し、それに基づく景観を構築してきた
歴史をもつ。そのアジア諸国が、「自然」を主題とした西欧由来の園芸博覧
会を、いかに受容し、自らの社会のなかに－むしろ積極的ともとれる姿勢で
－位置づけているのか。
　この問いについて、アジア諸国、特に東アジア諸国においてこれまでに開
催された「国際園芸博覧会」の実態を、その背後に潜む自然観に留意しつつ
考えていきたい。博覧会において、その自然観が最も端的に表れるポイント
は、次の 2点であろう。
①博覧会開催「前」と「後」のランドスケープの変貌（特に自然環境の変化）
②開催時の会場デザインにおける「自然」の扱いかた
　本稿では、紙幅の都合上①の視点に限定して論じることとする。以下まず
基本情報の収集・整理を行ない、特に「大阪国際花と緑の博覧会」の事例に
焦点を据える。併せて、それ以降に開催された一連の東アジア諸国における

「国際園芸博覧会」の自然観についても言及する。このプロセスにおいて、
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表 2　A1「国際園芸博覧会」開催履歴

表 3　A2,B1,B2「国際園芸博覧会」開催履歴（1990 ～）
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同じアジア圏に属するといえども、個々の国々において明らかな違いがみえ
てくることが推測される。そのような多様性の解明もまた、本論の重要な目
的のひとつである。

２．廃棄物処分場からの出発－大阪花博
（１）「鶴見緑地」という場所

　東アジアで AIPH の承認を受けた「国際園芸博覧会」が開催されている
のは、日本、韓国、台湾、中国の 4 ヶ国である。まず、A1 クラスの国際園
芸博だが、現時点では「大阪国際花と緑の博覧会（以下、大阪花博と称す）」
と「昆明世界園芸博覧会（以下、昆明園芸博と称す）」の 2 つのみである。
表 4 にこれら A1 クラスの国際園芸博の内容を、いずれも会場敷地の前後変
化（表中グレーで明示）に留意しつつ整理した。このうち 1990 年に開催さ
れた大阪花博は、その後アジアで開催される一連の「国際園芸博覧会」の契
機となった、最初の博覧会であった。

表 4　東アジア A1「国際園芸博覧会」概要

　大阪花博の会場となったのは、大阪市と守口市にまたがる都市公園「鶴見
緑地」である。この地一帯は、もとは大小の池沼や小川が走り、多くの蓮が
自生する低湿地であった。そのうち約 162ha を大阪市が防空緑地 3 として都
市計画決定し、ここに初めて「鶴見緑地」という空間が顕在化する。しかし、
戦後は大半が民間に払い下げられ公園化は中断、名ばかりの状態がしばらく
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続くこととなる。本格的な整備が施されるようになったのは、1960 年代に
入り、周辺地域の急激な住宅地化・工場用地化に伴う環境保全上の必要性に
応じてのことであった。整備事業として最初に着手したのが、中断していた
一帯の土地買収である。その後ほどなく、当時不足していた大阪市の「廃棄
物処分場」としての機能も新たに付与され、総量約 290 万㎡の廃棄物を大阪
万博時の地下鉄添削工事で発生した残土約 600 万㎡で交互にサンドイッチに
していく工法（ゴミ一層の厚さ 3m、残土の厚さ 2m）で 4 土地が造成される
こととなる。造成された 20 ～ 45 ｍの丘陵地に植栽を施し、そのうえに屋外
レクリエーション施設を配置することが計画されていた。
　廃棄物の埋め立てと造成が完了した土地は、植物の生育には極めて悪条件
であった。土壌が高い粘土質で植栽に不適であることに加え、埋め立てたゴ
ミの発酵分解によるメタンガスの発生や地盤沈下など、実際の整備過程では
次々と難題にぶつかることとなる。しかし、これらの難題を技術によって次
第に克服し、1972 年に広域公園 5 として開園。大阪花博の開催が決定する
1980 年代中頃には、大小の池と人工の築山を中心とした起伏に富む造成地
のなかに、世界の森（34ha）、子供の森（7.3ha）、市民園芸村（6.9ha）大芝
生（3ha）などの多様な屋外レクリエーション施設が設置され、大阪市民の
貴重な自然との触れ合いの場 6 として大いに人気を博すまでになっていた。
図 1 に、当時の鶴見緑地の平面図を示す。特に人気を集めたのは 1983 年 4
月に園内大池の北東部にオープンした「世界の森」で、約 34ha の丘陵地に
9 パターンの世界の森林景観を象徴的に再現したものである。オープン後半
月間でのべ 56 万 4 千人、最も多い日には 12万人にも上ったという入場者記
録 7 からも、その人気のほどを窺い知ることができる。
　では、このような鶴見緑地が、何故「国際園芸博覧会」の会場に選ばれた
のか。そもそも大阪花博は、1980 年代に入り、各々の意図のもとに動き始
めた大阪市と国、双方の構想が合致したことで本格化したという経緯をも
つ。まず大阪市は、市制 100 周年記念事業調査会を中心に、1989 年の市制
100 周年記念に相応しい事業の検討を進めていた。1981 年に市職員より募っ
たアイデアは 1000 件 764 項目に及び、それをベースとして 1983 年には「健
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康」「美」「技術」「交流」「その他」の 5部門による記念事業の実施が決定する。
このうち「交流」部門に該当するメインイベントとして、同時期の 1982 年
にオランダのアムステルダムで開催された Floriade をモデルとした博覧会
の構想が浮上、「花の博覧会」という言葉のもとに独自のプロジェクトチー
ムを組み、その内容をより具体化していった 8。
　鶴見緑地が会場となることは、既にこの初期検討段階で確定しており、
1983 年の段階で「花の博覧会」基本構想のみならず会場および周辺アクセ
スの整備プランまで策定されていた。大阪市編集の公式記録『国際花と緑の
博覧会と大阪市』によると 9、この「花の博覧会」の会場が鶴見緑地に決定
した直接的要因は次の 3つであったという。
①会場に相応しい場所を新しく造成するのは物理的に不可能であったこと
②日本の都市公園でも最大級であり、そのスケールのもつ環境・景観を十
分に活かせること

③都市の廃棄物を緑に変えたという歴史を有すること
1984 年に大阪市が作成した「花の博覧会」基本構想では、その基本理念に「都
市の廃棄物を緑に変えるという環境対策の記念碑である鶴見緑地で花をテー
マに開催することは、新しい都市文化の創出と国際都市文化を進めている大

図 1　鶴見緑地平面図（大阪花博開催決定時）　
出典：大阪市（1991）：国際花と緑の博覧会と大阪市：大阪市、70pp
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阪にとって、きわめて意義深い」10 という記述がみられる。さらにこれに続
く基本方針には「都市の緑と生活のかかわりを探り、新しい街づくりのあり
方を模索する」11 という言葉が掲げられている。これは、トラック 215 万台
分の膨大な廃棄物が埋め立てられた土地に、技術力をもって自然を植え付け
た「鶴見緑地」という公園が、都市環境問題に対する有意なメッセージ性を
もつとして高く評価されていたことを示す証左といえよう。
　一方で国は、時の中曽根内閣が公約に掲げた「緑の三倍増構想」の一環と
して、建設省（現国土交通省）・農林水産省・通商産業省（現経済産業省）
を中心に「緑の国際フェスティバル」の開催を検討していた 12。当初はその
開催地に首都圏に隣接した地域をイメージしており、それを受けて千葉県浦
安市、埼玉県川口市、静岡県掛川市、熊本県浦安市の働きかけも行なわれて
いたという 13。しかし、大阪市の着実な進行状況が功を奏し、1985 年、既
に計画していた内容をさらにスケールアップした「花と緑の国際博覧会」を
大阪の鶴見緑地で開催することが正式に閣議決定され、AIPH ならびに BIE
の承認を得るべく動きが加速していく。結果、両者の正式承認を得、大阪市
による原案の 1年後となる 2000 年に 14 アジアで初めての「国際園芸博覧会」
として「大阪花と緑の国際博覧会」が開催されるに至るのである。従来の西
欧主体の国際園芸博覧会開催において、ゴミの埋め立て地を会場とするとい
う発想はまずみられず、おそらく今回が初めてのケースであったと推測され
るが 15、「国際園芸博覧会」承認のプロセスにおいても「鶴見緑地」の存在
はマイナスどころかむしろプラスに働いた。AIPH のロベール・マティス会
長は、1986 年に現地を視察した際「見事に整地されており芸術的だ。起伏
に富み、大阪市内が見渡せて素晴らしい。地理的にもかなったところで博覧
会は成功したも同然である」と高く評価し、BIE への承認申請時にも強く推
薦したという 16。

（２）「鶴見緑地」から「花博記念公園鶴見緑地」へ
　さて、花博開催後のこの地のランドスケープは、どのように変貌したのか。
会場計画の段階で将来再び都市公園として利用することが念頭に置かれてい
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たこともあり 17、跡地は都市公園「花博記念公園鶴見緑地」として再整備され、
現在に至っている。図 2に大阪花博の会場整備基本計画図を、図 3に会場跡
地の整備基本計画図をそれぞれ示す。標高の高い大池北東部を「山のエリア」
に、平坦な西南部を「街のエリア」に見立て、両者をつなぐ空間「野のエリ
ア」として中心部の大池を含む拡がりを捉えた花博会場に比すると、図 3の
跡地の空間構成は、むしろ花博開催前の図 1の段階に近い。花博会場では敢
えて「エリア」と称し、この 3エリアが連続的かつ重層的につながっていく
景観づくりを意識したが、造園学者の清水正之が「花の万博での融通性をも
たせたエリアという考え方は大区分では踏襲されなかった」18 と指摘するよ
うに、跡地計画では区画限定的なゾーニングの概念が適用されている。

図２　会場整備基本計画図
出展：大阪市（1991）：国際花と緑の博覧会と大阪市：大阪市、71pp
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　個々の景観要素をみると、会場整備に伴い新設された建築物のうち、大池
西南部のパビリオン群が全て撤去され緑地に帰し、新設された「咲くやこの
花館」「国際展示水の館」など主要建造物の幾つかが記念碑的な意味で存置
されている。一方、自然物は、会期中最も人気を集めた花桟敷・花の谷・国
際庭園がガーデンゾーンのなかに位置づけられ、場内随所にみられた装飾的
な花や緑の展示は大半が撤去された。建築要素・自然要素共に、有意性を認
められた一部のみが存置され、新たな公園のゾーニングのなかに組み込まれ
たのである。結果、花博開催前の姿よりも、非常に細分化された区画の集合
体になっていることが指摘できる。
　図 1に示した花博開催前の鶴見緑地に設置されていた屋外レクリエーショ
ン施設のうち、跡地整備後の「花博記念公園鶴見緑地」でも変わらないもの
は、開催前の環境に復元整備された中心部の大池のみである。「世界の森」
は四季の変化を楽しめる「ふるさとの森」を加えた緑豊かなパークゾーン「森
のエリア」として再整備され、「子供の森」は、自然体験観察園などを加え
たプラザゾーンの「記念施設のエリア」に、「大芝生地」は花博の遺産であ
る花桟敷・花の谷を含むガーデンゾーンの「花のエリア」に、「市民園芸村」

図 3　会場跡地整備基本計画図
出典：大阪市（1991）：国際花と緑の博覧会と大阪市：大阪市、307pp
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は廃止されプラザゾーンの一部に、「青少年の森」は多様な自然とのふれあ
いやレクリエーション活動が可能なパークゾーンンの「林のエリア」および

「草原のエリア」に、「乗馬苑」は北東部に移動し「コミュニティエリア」に、
各々大きな変貌を遂げた。
　このような跡地整備のあり方には、花博の開催直後に出された 2つの提言
が大きく影響している。ひとつは大阪市が設置した「鶴見緑地みらい懇話会」
による提言 19、もうひとつは国が設置した「国際花と緑の博覧会基本理念継
承懇談会」による提言 20 である。前者は今後の鶴見緑地が目指すべき目標
像を、「花と緑と人間生活のかかわりをとらえ、21 世紀へ向けて潤いのある
豊かな社会の構築を目指す」という大阪花博の基本理念を受け継ぐものとし
て「花と緑と人が一体となる魅力に富んだ生活文化創造の場」と定めた 21。
後者もまた、「『花の万博』の基本理念を継承する公園」と明記したうえで、
基本的な施策の方向性を以下のように示している（傍点筆者）。　

単なる都市公園としての復元にとどまらず
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、うっそうたる樹木と芝生、水、

花に囲まれた公園とすることを基調としながら、世界各国から出展された国

際庭園の活用を図りつつ、歴史的にも世界的にもモニュメンタルな都市公園
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

として、
4 4 4 4

「花の万博」の基本理念を継承し、それを全国的かつ国際的に末永く

発信していく拠点として活用する必要がある。22

ここから読み取れるのは、かつての鶴見緑地にその基盤を置きつつも、花博
開催によって強化された「花と緑」という要素を、その後もイメージ・実体
ともに継承することを第一義とし、そのあり方に 21 世紀の社会の理想像を
投影していこうとする強い意志である。
　ここで考えたいのが、大阪花博とその跡地整備に一貫してみられる、「花
と緑」に対する強い意識の背後にある自然観である。大阪花博が目指したの
は、「花と緑」を手段として

4 4 4 4 4

、自然と共生する社会の理想像をいかに演出・
展示するか、であった。そしてその理念を継承すべく、跡地整備においても

「花と緑」という要素をイメージ・実体ともに残すことに重きが置かれている。
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ここで意識されているのは、その土地に根差した、地域的な固有性をもつ自
然ではない。理想的な都市環境の調整装置、かつ都市生活における貴重な文
化装置としての、記号化された「自然」である。このような捉え方は、それ
まで西欧の専門領域であった国際園芸博覧会にも共通するものであるが、同
時にそこには根源的な違いも存在している。
　西欧の国際園芸博は、計画当初から会場のみならず広域的な都市計画や景
観・環境整備事業と連携して開催されているケースが多い。大阪市が花博
の初期検討段階で参考にしていた 1982 年のアムステルダム Floriade でも、
54ha の公園を花いっぱいで埋めると共に、関連事業として地下鉄や住宅地
などのインフラ整備が明確に打ち出されていた 23。特に環境政策との連携が
強いドイツでは、特に 1980 年代から郊外の放置された谷間の自然風景の修
復と保全をテーマに掲げるなど当該地域の自然生態と庭園文化との融合がみ
られるようになり、このようなスタイルがイギリスをはじめとする他の国々
にも影響を与えている 24。西欧では、人々の生活文化として「花」という存
在が定着している。いわば最も身近な自然が「花」であり、その背後には、
色鮮やかな花を基調とし続けてきた庭園文化の厚みがある。それゆえ、園芸
博覧会、さらに国際的規模の園芸博覧会が生まれ、その会場が色鮮やかな花
で彩られ、併せて都市の景観・環境整備が進むのもまた自然な流れと捉える
ことができる。これらの行為の基盤には、現在に至るまで一貫して人々の生
活に根付いている、確固たる花の文化があり、その意味において西欧の園芸
博覧会は（国際的規模のものも含め）「日常におけるハレの空間」とみなす
ことができる。
　日本において、その庭園文化の中心であり続けたのは花ではなくむしろ石
であり、西欧ほどの花に対する一貫した強い愛着はみられない 25。しかし、
西欧にみられる色鮮やかな原色の花への嗜好とは異なるが、古代より何気な
く咲く野の草花を歌に詠み、庭園に取り入れてきた歴史を有し、特に江戸期
の花卉園芸文化は、庶民の末端にまで普及し大隆盛を極めたことも明らかに
なっている。この時期の日本の花卉園芸文化については、植物学者の中尾佐
助が以下のように評している。
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江戸期の日本の花卉園芸文化はアジアの花卉園芸文化の第 2 次センターとし

て、日本的特色を発揮して、大発展をした。それは中国という第 1次センター

を凌駕し、また西ヨーロッパに優るとも劣らずというより、一時期、たとえ

ば江戸中期の元禄時代などには、西ヨーロッパより先進していたと評価でき

るものである。江戸期の日本の花卉園芸文化は全世界の花卉園芸文化の中で、

もっとも特色のある輝かしい一時期である。しかし明治に入ると、それは衰

えはじめ、築きあげられた特色は忘れられ、その文化の大部分は社会的に埋

没しつつある 26。

　大阪花博で、このような歴史的背景が考慮されなかったわけではない。「花
の江戸東京館」を始めとするパビリオンや庭園展示において、日本の伝統的
な花の文化のあり方が、非常に工夫を凝らした形で展示されていた。さらに
会場全体の基本骨格として、山～野～街という日本の典型的な風土を見立て、
中心部に拡がる野のエリアには、色鮮やかな花々と共に日本の懐かしい山里
の景観を模した「花の谷」を作り上げていた。これらの営為は、日本にもか

4

つて築かれていた
4 4 4 4 4 4 4 4

、独自の花を愛でる文化を来場者に見せることにより、「花
と緑」を再び西欧にも劣らぬ身近な自然として取り戻そうという意図による
ものであろう。しかし、それでもやはり、かつて築かれていた花の文化は、
前掲文において中尾が最後に指摘しているように、現代の我々にとってはあ
くまで遠い存在であり、生活に沁み込んだ文化とはなり得ていない 27。その意
味において大阪花博は、西欧の園芸博の「日常におけるハレの空間」とは異
なり、「非日常の虚構空間」であったといえる。
　このような大阪花博の虚構性は、その会場が他ならぬ「鶴見緑地」であっ
たことも大いに関係している。戦後日本の経済発展が生んだ代表的な環境問
題「廃棄物問題」解決の場として、既存の自然環境を大幅に改変し、そこに
築かれてきた人との関係性 28 をゼロベースにし、廃棄物を埋め立て、人間
の技術力をもって緑化した空間。既にその段階で、公園「鶴見緑地」として
区切られた内部空間は、周囲の環境とは切り離された、一種の虚構性を有し
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ていたといえる。しかし、造成後 20 年弱の月日が経過するなかで、この地
に人為的に導入された新たな自然もまた、屋外レクリエーションや貸農園な
ど、新しい形で人々との関係性を築きつつあった。大阪花博は、再びそれを

（ゼロベースとはいわないまでも）見直し、また新たに「花と緑」という記
号化された自然をこの地に大量導入したのである。それは同時に、その新し
い自然と人との、今までにない「理想的な」関係性の構築を強く促すもので
もあった。大阪花博の会場「鶴見緑地」に付随する虚構性は、この流れのな
かでさらに強化されることとなる。そしてそれを代表する景観要素は、跡地
整備においても、部分的にではあるが着実に受け継がれ、花博開催後のこの
地は、再び新しい自然との関わり方を提示された、多様な施設の集合体であ
る新規公園「花博記念公園鶴見緑地」となったのである。

（３）２つの国際博覧会とその自然観
　園芸博覧会の主題は「自然」であるが、日本を含め東アジアにおいて、非
日常の遠い

4 4

自然ではなく、身近な
4 4 4

自然－その土地に根差した、地域固有の自
然環境と、そこで築かれてきた人との関係性－を強く意識している園芸博は、
その後現れるのだろうか。ちなみに、これまでに日本で開催された園芸博で
ない BIE 承認の「国際博覧会（万国博覧会）」をみてみると、そのような意
識がみられるのは、2005 年の愛知万博が初めてである。表 5 に、日本で開
催された大阪花博以外の国際博覧会（万国博覧会）の内容を、これも会場敷
地の前後変化（表中グレーで明示）に留意しつつ整理した。
　既に 1950 年代末から人工の街「千里ニュータウン」として開発が進んで
いた丘陵地を対象に、自然環境をほぼ一掃する大規模な土地造成を行ない、
企業パビリオンが集積する「未来都市」を演出した会場を築き、開催後は一
帯を新しい樹林地に変えた大阪万博。サンゴ礁が拡がる豊かな漁場に接した
臨海部を大規模な土地造成により開発し、その上に海洋開発を旨とした近代
的施設と人工ビーチ、さらに海上都市「アクアポリス」により構成される会
場を建設し、開催後は観光レジャーを意図した大規模公園に整備した沖縄海
上博。1970 年代より最先端の科学技術研究の拠点として「つくば研究学園
都市」を建設するべく丘陵地の里山を大規模開発し、映像システムや無数の
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表５　日本「国際博覧会（万国博覧会）」概要
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ＰＣ端末、ロボットの饗宴による会場を築き、跡地の大半が工業用地として
再開発された科学万博。このうち 2005 年に開催された愛知万博だけは異質
である。紆余曲折を経て、当初会場に予定されていた丘陵地「海上の森」は
サブ会場に変更、面積も大幅に狭められ、主会場は既存の県営公園となった。
そのうえで、環境アセスメントに基づき環境負荷に最大限配慮した規模・形
態の会場を築き、開催後は再びもとの環境に戻すことに力が注がれた。それ
のみならず、特に「海上の森」に関しては、従来以上の保全・活用の取り組
みが現在に至るまで積極的に行なわれている。
　社会学者の吉見俊哉は、この戦後日本の 4つの万博に焦点を当て、その実
態を解明した著書『万博幻想』において、1970 年代以降の日本における万
博と地方博が、いずれも 1975 年に開催された大阪万博の強烈なイメージに
影響されていることを指摘したうえで、戦後開発主義と深く結びついてきた
その認識 29 が、「万博と会場周辺の自然との困難な関係」30 を生み続けてき
たことを浮き彫りにしている。大阪万博開催の背後には 1964 年の東京オリ
ンピックの関西版として、広範なインフラ整備を含む多大な経済効果への期
待が、沖縄海洋博の背後には観光利用を意図した沖縄本島北部開発の基盤整
備への期待が、科学万博の背後には既に進行中の「つくば研究学園都市」建
設の周知と促進が、そして愛知万博にも、その構想当初は「新住計画」と呼
称された愛知県東部丘陵の大規模住宅開発の先行プロジェクトとしての効果
が期待されていた。しかし 2005 年の愛知万博では、「そのような万博につい
ての市民サイドの受け止め方」が 1990 年代以降決定的に変化したゆえに多
大な影響力をもち、当初の計画を根本的に修正させるまでに至ったという 31。
　大阪花博は、このような万博に一貫して作用してきた開発主義とは、いさ
さか種を異にする。イベント開催により経済を含む地域振興効果を期待する、
という基本構造は同じだが、その内容は、従来型の開発を基盤とするもので
はなく、既存のインフラをいかに「（心の）豊かさ」「潤い」「美しさ」といっ
た形容詞で充実させるかという点を重視したものであった 32。大阪花博の構想
が浮上した 1980 年代は、開発至上主義がもたらした負の遺産として環境問
題が顕在化し、それに対する配慮の必要性が広く共有されはじめた時代であ
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る。このような時代状況のなかで、「自然」を主題とする日本初の国際園芸
博であった大阪花博は、一般的な万博とは異なるその専門性ゆえに、「環境
万博」愛知万博に先んじて、当時の行政がイメージする「理想的な」環境配
慮の形が象徴的に映し出される空間になったと考えられる。それゆえ、ここ
で意識される「自然」とは、あくまで象徴的な存在であり、土地に根ざした
固有の自然環境への意識は薄かった。「海上の森」という特定の自然環境へ
の市民反対運動が方向を決定づけた愛知万博のほうが、むしろその意識は高
かったと指摘できる。

３．東アジア「国際園芸博覧会」とその自然観
（１）昆明園芸博とその後－中国

　では次に、大阪花博開催以降東アジアで開催された一連の「国際園芸博覧
会」の自然観についてみていくこととする。
　大阪花博と並ぶ A1 クラスの国際園芸博、「昆明園芸博」は、1982 年のア
メリカ・ノックスビル博覧会を端緒に海外の博覧会に再び参加するように
なった中国が、自国で初めて開催したBIE 承認の「国際博覧会」でもあった。
当初開催地は北京を予定していたが、急激な人口集中が進む北京では用地確
保が難しく、さらに決定直後に北京市幹部を巻き込む大掛かりな不正事件が
判明したこともあり、1995 年に中国西南部に位置する雲南省の省都、昆明

表 6（表 4 に同じ）　東アジア A1「国際園芸博覧会」概要
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市に変更となる。これには当時の国務院副総裁であった李嵐清（のちに中国
昆明世界博覧会組織委員会の主任も務める）の影響が大きく、雲南省視察の
際に気候や植物資源、観光資源の豊かさを高く評価し、この地での開催を推
進したという 33。経済発展が遅れている中西部地域の開発を国が推進してい
たことも、この決定を後押しすることとなった 34。
　新たな候補地となった昆明市は、三方を山に囲まれた標高約 1900 ｍの高
原にあり、一年を通じて春のような気候であることから「春城（春の都）」
とも称される都市である。その主要産業は、1980 年代後半まで野菜やタバ
コであったが、改革開放の影響もあり、次第に換金性の高い花卉栽培に着手
する農家が増え始め、それと共に市内のあちこちに花市場が開設されるよう
になったという歴史をもつ 35。その結果、昆明園芸博開催時には、この昆明
市と斗南村を中心に、雲南省が中国の花卉生産のシェア 50 ～ 60 パーセント
を占めるまでに成長していた 36。園芸産業の急速な発展を背景に、市民の花
に対する関心も高まっていたという 37。
　会場はこのような昆明市の北部郊外、名所旧跡が散在する景勝地に連なり、
採石場、煉瓦製造所、ゴミ捨て場として利用されていた荒れ地約 218ha に設
定された。その後、1997 年 5月末の着工から 2年足らずの短期間でこの地の
ランドスケープは完全に変容し 38、76.7 パーセントが緑で覆われた 39 大阪花
博の約 2倍の広大な敷地を基盤に、「花」をメインにしたダイナミックで色
彩豊かな空間が出現する。会場敷地の地形を生かしつつ花や緑を充実させて
いくその土地造成に際しては、大阪花博をモデルにしたという 40。しかしそ
のスケールは大阪花博のそれを遥かに超えており、特に国内外の貴重種 112
種を含む 2000 種余り、計 40 万株の植物が導入されたことは特筆に値する。
その大部分は世界的な植物の宝庫として知られる雲南省の各地から移植した
ものであり 41、中国の、特に雲南省の生物資源の多様性と豊かさをアピール
する結果になった。開催後の会場跡地は、ほぼそのまま公園として利用され
ており、大温室等のパビリオンやモニュメントも変わらず継承されている 42。
　この昆明園芸博が地域にもたらす効果として、博覧会当局は以下の 5点を
挙げていた 。
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①雲南省の対外開放の推進
②雲南省の主要産業（農業・観光業）の発展。ならびに生物資源や観光資
源の開発促進

③雲南省の持続可能な発展戦略の実施が確固たるものになる
④昆明市のインフラ建設の推進
⑤雲南省の各民族、各界人民の愛国心が鼓舞され、その「精神文明」の水
準が引き上げられる。

歴史学者の柴田哲雄は、②の効果が特に重視されていたことを明らかにし、
市街地のウォーターフロント再開発計画と連動して開催された 2010 年の上
海万博とこの昆明園芸博が、「上からの開発主義の産物」という点で共通し
ていると指摘している 44。確かに柴田が指摘する通り、昆明園芸博は、先述
したようなその背景からして明らかに「開発主義の産物」である。ただしそ
れは自然に対置する従来型の開発ではなく、自然と共生する新しい開発のあ
りかたを強く意識したものであった。
　近年の中国では、改革開放政策による急速な経済発展を背景に、特に
1990 年代後半から社会基盤整備、都市開発、住宅開発など各種開発事業が
隆盛を極めている。その一方で、特に都市部を中心に大気汚染、水質汚染に
代表される環境問題が深刻化しており、環境保護政策等の保全整備が破壊の
スピードに追い付かない状況である。ここで注目されているのが、環境配慮
型の新たな開発手法の検討である。特に 2000 年代に入り「生態庭園」や「生
態マンション」といった環境配慮を押す空間デザインの手法・用語が頻繁に
使用されるようになった。現在も、各地で大規模な都市開発、住宅地開発、
博覧会、リゾート開発などプロジェクトが目白押しの状態だが 45、北京の都
市開発が環境配慮上、全面的見直しを迫られるなど、その手法には確かに変
化がみられつつある。
　このような状況のもと、昆明園芸博が目指したものもまた大阪花博と同じ
く、自然と共生する社会の理想像をいかに演出し展示するか、であった。そ
の会場自体が、博覧会の開催により荒れ地を美しく緑化したものであること
にも、その性格は顕著に現れている。鮮やかに彩られた会場では、バイオな
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ど最新の技術や園芸技術と共に環境保護の取り組みが紹介され、会期中に開
催された日中間での国際シンポジウム「人と自然－造園、園芸、資源植物」 
46 造園セッションにおいても、「環境緑化」をテーマとして活発な意見交換
がなされた。すなわち昆明園芸博でも、自然に対しては理想的な都市環境の
調整装置としての意味合いが強く、この意味においては、記号化された「自
然」が意識されていると指摘できる。ただし一方で、その開催地域の雲南省
が世界的な植物の宝庫であり、会場に導入された植物の多くが当該地域由来
であること、さらに、まだ歴史は浅いとはいえ、昆明市では急速に発展して
きた花卉園芸産業を背景に、花が市民の生活のなかに浸透しつつあることか
ら、その「自然」は、大阪花博のケースに比すると身近な

4 4 4

存在でもあったと
指摘できる。昆明市は、この園芸博開催を機に花のまちづくりを推進、今で
はビルの窓や歩道など、街のいたるところに年中花や緑が絶えない街となっ
ており、「花城（花の都）」ともよばれているという 47。
　表 7 に示すように、中国はこの昆明園芸博開催を契機に、2006 年瀋陽、
2011 年西安と A2/B1 クラスの国際園芸花博が開催されている。この開催地
となった瀋陽と西安の両都市は、いずれも「生態都市」を基本理念とした新
しい都市開発を目指している点で共通している。瀋陽は 2004 年に「国家環
境保護モデル都市」として認定された実績をもち、さらにその延長上に「国
家園林都市」の称号を狙い緑化政策に力を入れつつある 48。瀋陽のような北

表 7　中国 A2,B1,B2「国際園芸博覧会」概要
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方都市は緑が少なく、水資源が乏しいという性格をもつが、2000 年以降の 4
年間で緑地面積を 54.18㎡増加させており、これはそれまでの 375 年間の緑
化面積の 1.13 倍に相当する量だという 49。西安でも、2004 年に生態系管理
と都市建設の有機的結合を掲げた「西安滻灞生態区」という新しい環境配慮
型都市開発のモデル地区を設定し、河川流域の生態系保全・管理と新たな都
市インフラの建設を両立させるための様々な取り組みを展開中である 50。
　このような状況の両市において、園芸博の会場に設定されたのは、今後さ
らなる開発が予定されているエリアであり、その会場造成自体が自然と共生
する新しい開発のあり方を実践・喧伝する意味を付与されていたとみなすこ
とができる。他国の園芸博に比べて圧倒的なスケールを誇っているのも、そ
のひとつの表れであろう。ここでの「自然」とは、花も緑も水も全て含む総
体であり、守るべき「環境」のいわば代名詞である。ただし特筆すべきは、
あくまで開発を前提としている点であり、新たな開発手法の理念と共に自然
が意識されている点である。中国では、この後も 2014 年に青島、2016 年に
唐山と、続々と A2/B1 クラスの国際園芸博の開催が予定されているが、頻
繁に広大なスケールで自然と共生する新しい開発の実践例を国内外に喧伝す
ることにより、環境汚染大国のイメージを払拭する効果が期待されていると
考えられる。

（２）島と都心部での開催－韓国、台湾
　表 8に示すように、韓国では 2000 年と 2009 年に、いずれも安眠島という
島でA2クラスの国際園芸博が開催されている。開催地である「安眠島」は、
鳥や動物が安心して横になって休むことができるというその名の由来の通
り、古来より自然豊かな土地として知られ、韓国唯一の海岸国立公園に指定
されている。朝鮮王朝時代、王朝の建築用材と船の建造用紅松を調達する国
有林として管理されていた歴史を持ち、現在も鬱蒼とした森が茂っており、
特に浜辺には世界的に珍しい「安眠松」という松が群生している。会場に設
定されたのは、そのような松が群生している自然休養林から海に面したコッ
チ海水浴場までの間のエリアである。会場への出入り口が海水浴場に設けら
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れ、鮮やかな花により彩られた場内を、展示館を経て樹木園に行けば、その
まま背後の自然休養林に通じる、という動線が組まれた。
　開催の背景には、国を挙げて進めている「観光立国」政策が大きく影響し
ている。「韓国訪問の年」と設定した 2001 年以降、韓国では観光振興を意図
した大イベントが続々と企画・開催され始めた51。2001年には世界島文化フェ
スティバル ( 済州道 )、世界陶磁器エキスポ（京畿道）、世界料理文化フェス
ティバル（全羅南道）等、2002 年にはワールドカップサッカー大会（ソウ
ル特別市他九都市）やアジア競技大会（釜山広域市）等と、種類も場所も実

表 8　韓国 A2,B1,B2「国際園芸博覧会」概要

に多様である。その一環として企画されたのが、この「安眠島国際花博覧会
2002」であった。開催地の安眠島は、先述したような自然の豊かさから、既
に韓国有数の避暑地として知られており、年間 400 万人の観光客が利用する
場所である 52。なかでも会場に設定されたコッチは、最も人気を集める場所
のひとつであった。このような既に観光地として充分な機能をもつ空間に、

「花」という国際的に需要の高い素材で彩りを加えることで、より国際的に
通用する一大観光地へと発展させることを期待したのである。安眠島の気候
と土壌が花の育成に適していたという事実も、この実現を後押しした。
　花博開催後の跡地は、全体の長期的な観光開発計画のなかで、しばらく花
のテーマパークとして保全・活用され 53、この地に新たに導入された「花」は、
安眠島のひとつの代名詞になっていく。しかし、2007 年 12 月に発生した海
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への油流出事故の影響で、安眠島を含む泰安地域全体の観光利用が低調とな
る 54。その状況を打開するため、2002 年の花博を再現し、さらに汚染のイメー
ジを払拭すべく「海」に関する内容も加味したものが「安眠島国際花博覧会
2009」であった。すなわち、これらの国際園芸博においては、既存の自然「環境」
である海も、国際園芸博のメインとして新たに導入された自然「素材」であ
る花も含め、専ら国内外に通用する有力な「観光資源」として自然が意識さ
れていると指摘できる。
　表 9 に示すように、台湾では、2010 年に、台北市で A2/B1 クラスの国際
園芸博が開催されている。これは、台湾で初めて開催される国際博覧会であ
ると共に、東アジアでは初めて都市「中心部」で開催される国際園芸博であっ
た。会場に設定されたのは、既に台北市民の休憩所として親しまれている公
園や美術館といった既存の公共施設を中心とする 4つのエリアであり、散在
した会場はペデストリアンデッキや花のトンネルで結ばれた。設計理念とし

表 9　台湾 A2,B1,B2「国際園芸博覧会」概要（その３） 

ては以下の 3つが意識されており 55、
①園芸、ハイテク、環境保護に関する技術の結集。
②二酸化炭素排出量の削減、及び 3R(Reduce, Reuse, Recycle) の環境保護
目標の達成。

③文化とアートと結合させたグリーンな生活。
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1 ヶ月ごとに植えかえられる 1,600 種類、 3,000 万株もの華やかな花に彩られ
た場内では、再利用したペットボトルと竹を組み合わせた建築や巨大なプラ
スチック製の花など、「環境」をテーマにした種々のハイテク展示物が人気
を集めた。開催後はいずれも再整備され、再び市民の利用に供されている。
　このような台北花博開催に期待される効果について、運営主体である台北
市、なかでも中心的役割を担った産業発展局は、以下のように述べている。

花博の開催により、主催国の園芸農業の成熟度と国際的大型イベントの企画

力が証明される。光栄にも、2010 台北国際花博覧会開催のチャンスに恵まれ、

この一大イベントの洗礼を経て、公共施設と社会基盤を改善し、市民の環境
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

に対する意識を高める
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

機会が台北に与えられたとともに、台湾と周辺国家の

園芸農業、観光旅行業、飲食業、バイオテクノロジー産業にもレベルアップ

の新たな契機が与えられ、国内外の経済活動をより盛り立てられると期待さ

れる 56。

さらに 2011 年 3 月 28 日付の東京新聞に掲載された、当時の江啓臣・行政院
新聞局長の寄稿には、次のような記述がみられる。

台湾は長きにわたり国際社会で、ハイテクと経済発展のイメージが強く、環
4

境保護や芸術面
4 4 4 4 4 4 4

ではあまり知られていませんでした。今回の花博でソフトパ
4 4 4 4

ワーを活用して台湾文化の発展の成果を示す
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

こともできたと思います 57

ここから読み取れる花博への期待は、経済・産業振興、既存の都市インフラ
の充実、そして何よりも台湾の文化力のＰＲである。すなわち台北花博では
大阪花博と同じく、理想的な都市環境の調整装置、かつ都市生活における貴
重な文化装置として自然が意識されているが、特に後者の意識が強いと指摘
できる。環境保護という国際的課題をテーマに、いかに高い技術力と芸術的
センスを用いて優れた作品をつくりあげるか、これが重視された結果、先述
したような姿になったのであろう。台北花博における自然とは、環境をテー
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マとした芸術作品の「素材」であったともいえる。
　このような捉え方には、台湾における一般的な「花」に対する認識も大き
く影響していると考えられる。台湾は、年間 6000 万株の出産高がある世界
有数の花の生産国であり、古くから市民の生活において花見や花摘み、フラ
ワーティーなど、多様な形で花が使用されてきた。特に、亜熱帯に属する盆
地で自然条件が植物の栽培に適した台北市は、「花園都市」とも称され、こ
れまで陽明山フラワーフェスティバル、つつじ祭り、カラーフェスティバル
等、様々な花イベントが開催されてきた。すなわち「花」は、この地域の人々
にとって自然的存在

4 4 4 4 4

というより、むしろ文化的存在
4 4 4 4 4

として認識されており、
自然環境やそれに対する保全意識より、芸術文化の要素として捉えることの
ほうがしっくりとくるのではないかと推測される。そのことが、花博のあり
方にも反映されていたのではないだろうか。

（３）自然観と規模の変遷－日本
　ここで最後に、再び日本に立ち返って考えてみたい。日本では、大阪花博
以降、表 10 に示す 3 つの小規模な国際園芸博が開催されている。このうち
淡路花博は A2/B1 クラス、浜名湖花博と浜名湖フラワー＆ガーデンフェア
2009 はいずれもB2クラスに該当する。
　2000 年開催の淡路花博は、1992 年策定の「淡路公園島構想」およびそれ
を担って 1993 年からスタートした「淡路島国際公園都市」整備の一環とし
て企画されたものである。この「淡路公園島構想」は、環境破壊を伴う従来
の土地開発を抜本的に見直し、自然環境と調和した「環境保全」型の開発に
シフトしたものである。その構想を先導する北淡路地域の拠点として既存の

「県立淡路島公園」に加え、「国営明石海峡公園」、複合文化リゾート施設「淡
路夢舞台」等から構成される面積約 350ha「淡路島国際公園都市」整備が計
画された。敷地の大半が関西国際空港をはじめとする大阪湾岸域の埋め立て
に使われた土砂採取跡地であり、最大標高差 100m に及ぶ岩盤が露出した斜
面地であった。整備にあたってはまずこの土地を全面的に緑化し、「国際公
園都市」の名に相応しい、かつ開催が決定した花博の背景にも相応しい新た
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なランドスケープを創出することが急務とされた 58。
　1994 年に始まったこの緑化事業は、塩風や強風、岩質、夏季の乾燥など
決して良好とはいえない自然条件で、周囲の山々と調和する「ふるさとの森」
の景観を短期間に育成するという大変困難なものであった。しかし、最大限
の技術を駆使し、花博が開催する 2000 年 3 月には完成する 59。このように、
新たな開発の一環として、瀬戸内海域の環境破壊の代表的存在でもある広大
な土砂採取跡地を緑地に変貌させたことが、大阪花博との最も大きな相違点
であり、この花博の特徴と指摘できる。一方で、場内に新たに導入された花
の数は 150 万株と、大阪花博の 370 万株より少なく、色鮮やかな「花」とい
う印象は大阪花博ほど強くなかった 60。すなわち淡路花博における「自然」
は、1990 年代に入り広く国際的に認知されるようになった「持続可能な開発」
という理念 61 を背景に、特に環境保全の代名詞的存在である「緑化」と強

表 10　日本 A2,B1,B2「国際園芸博覧会」概要
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く結び付いていることが指摘できる。
　一方、2004 年に開催された浜名湖花博は、AIPH承認の「国際園芸博覧会」
であると同時に、1983 年の大阪開催以来、毎年全国各地を巡回し開かれて
いる国土交通省関連の「全国都市緑化フェア」62 という性格を併せ持つ。会
場に設定されたのは、浜名湖を埋め立て造成した平坦な農地であり、地下水
位が高く、夏には南から、冬は北西の強風が吹く、植物の生育に良好とはい
えない環境であった。そのような敷地を、500 万株という国内では記録的な
数の花々で飾り 63、開催後はその主要景観を活かした県営公園「浜名湖ガー
デンパーク」として人々の利用に供している。
　このような浜名湖花博は、大阪花博とも淡路花博とも異なり、「園芸文化」、
特に日本の園芸文化の再発見を全面に押し出した内容であった。場内では日
本の園芸文化の歴史を、これまでの園芸博のなかで最も焦点を当て紹介する
と共に、消費者が生活に導入し得る園芸植物を、栽培方法や購入方法と共に
展示するなどの試みがみられた。開催地となった静岡県は、花卉産業全国 3
位という土地柄であり、特に会場が置かれた西部地域は、愛知県東部地域や
長野県南部地域と共に、全国有数の花卉と樹木の生産地である 64。しかし、
その消費はあまり芳しくなく、生活文化として捉えていない状況にあった。
このような状況への問題意識が根底にあり、「園芸文化」を軸に、歴史と、
現在の生活・生業に根差した身近な「自然」への意識を喚起させようとした
のが浜名湖花博である。その跡地では、この理念を継承すべく種々の園芸文
化に関するイベントが引き続き開催され、浜名湖フラワー＆ガーデンフェア
2009 は、その記念碑的な意味をもつものであった。

４．おわりに－「国際園芸博覧会」の未来
　以上、1990 年の大阪花博以降、日本、中国、韓国、台湾と、東アジア諸
国で続々と開催されるようになった国際園芸博覧会の実態を、博覧会開催前
後のランドスケープの変貌（特に自然環境の変化）に焦点を当てて考えてき
た。そこに、各々の自然観が表出しているからである。
　日本のケースを通覧すると、最初の大阪花博は、開発至上主義による環境
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問題が顕在化してきた時代状況のもと、当時の行政がイメージする理想的な
環境配慮の形が象徴的に映し出される空間となり、そこで意識されていた自
然は理想的な都市環境の調整装置、かつ都市生活における貴重な文化装置と
しての記号であったことが確認できた。次いで開催された淡路花博における
自然意識は、溢れんばかりの花で鮮やかに飾るよりも、国際的に認知される
ようになった「持続可能な開発」という理念を背景に、特に環境保全の代名
詞的存在である「緑化」と強く結び付いていた。さらに続く浜名湖での２つ
の花博は、いずれも「園芸文化」を軸に、歴史と現在の生活・生業に根差し
た身近な自然が意識されていたことが明らかになった。そして同時に、その
スケールが次第に小規模なものになっていることも指摘できる。
　一方、今後も開催予定が目白押しである中国の国際園芸博では、そのいず
れもが、あくまで大規模な「開発」を前提に、最大限配慮し保全すべき環境
の代名詞として自然が意識されていることが明らかになった。そして、開催
地において比較的身近な存在である花をメインとした昆明園芸博の開催以
降、その傾向はむしろ強まってきており、他国よりも圧倒的なスケールで展
開される会場の造成自体が自然と共生する新しい「開発」のあり方を実践・
喧伝する意味を付与されていることも指摘できる。従って、広大なスケール
で頻繁に国際園芸博を開催する背後には、環境汚染大国のイメージを払拭す
る効果が大いに期待されていると考えられる。
　韓国では、いずれも同じ安眠島を舞台に開催されており、国を挙げて推進
している「観光立国」政策を背景に、既存の自然環境である海も、新たに導
入された素材である花も含めた自然が、専ら国内外に通用する有力な「観光
資源」として意識されていると指摘できる。
　台湾では、理想的な都市環境の調整装置、かつ都市生活における貴重な文
化装置として自然が意識されているが、自然的存在

4 4 4 4 4

というよりむしろ文化的
4 4 4

存在
4 4

として認識されている花が主役であったこともあり、特に後者の意識が
強いと指摘できる。換言すると、環境保護という国際的課題をテーマにした
芸術作品の素材としての性格が強かったといえよう。
　国際園芸博覧会は、自然を主題とするその特殊性ゆえに、環境配慮の必要
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性が求められる今の時代状況では、一般的な博覧会よりむしろ肯定的に捉え
られやすい。しかし、その実態が、開催国、さらに開催地域の風土とそれに
培われた文化に根差したものかといえば、東アジア諸国に限っていえばそれ
は異なる。その表れ方は様々だが、いずれも現今のグローバルな環境問題を
どう捉えるか、という各国の姿勢が表出した空間として機能していることが
指摘できる。この傾向は、「国際園芸博覧会」が人々の生活に強く根差した
花の文化の延長線上に誕生し、いわば「日常におけるハレの空間」として位
置づけられる西欧よりも、1990 年代からそれに倣って開催するようになっ
た東アジア諸国のほうが顕著にみられるのではないか。これらの国々におけ
る、小規模かつ伝統的な国内園芸博（的空間）の実態分析も含め、その捉え
方の解明については今後の課題としたい。
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